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一

序

　

稿
者
は
こ
れ
ま
で
本
誌
「
新
潟
大
学
教
育
学
部
（
教
育
人
間
科
学
部
）
紀
要
」
に

「
越
後
路
の
篆
刻
家
・
山
田
寒
山
」
と
題
し
、
七
編
を
孜
々
と
連
載
し
て
き
た
。
寒
山

（
一
八
五
六
～
一
九
一
八
）
と
は
愛
知
県
生
ま
れ
の
永
平
寺
派
の
僧
。
小
曽
根
乾
堂
、

福
井
端
隠
に
学
び
影
響
を
受
け
、
芙
蓉
派
第
一
を
自
任
し
た
篆
刻
家
。
あ
わ
せ
て
詩
書

画
、
陶
芸
、
帙
作
り
等
多
岐
に
わ
た
り
独
自
の
存
在
感
を
示
し
、
各
方
面
で
関
与
し
た

人
は
多
い
。
中
国
蘇
州
寒
山
寺
の
再
興
を
期
し
、
梵
鐘
を
新
鋳
し
て
贈
っ
た
の
も
芸
苑

に
語
り
継
が
れ
る
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
多
作
、
殊
に
墨
竹
を
よ
く
し
、
活
動
を
推
進

す
る
に
当
た
り
伊
藤
博
文
を
は
じ
め
、
名
士
の
助
成
と
交
誼
を
持
っ
た
。
明
治
後
半
か

ら
大
正
に
か
け
て
残
る
畸
人
た
る
話
題
が
、
豊
富
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

越
後
と
の
関
わ
り
を
要
約
す
る
。

〇
良
寛
堂
建
立
の
契
機
と
な
る
提
案
を
佐
藤
耐
雪
に
行
っ
た
。
耐
雪
は
三
島
郡
出
雲
崎

町
の
旧
家
で
俳
人
。
良
寛
顕
彰
に
半
生
を
捧
げ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

〇
新
潟
の
印
人
・
木
村
竹
香
の
求
め
で
羅
漢
鈕
印
十
六
顆
を
刻
し
た
の
が
、
寒
山
代
表

作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
の
ち
竹
香
は
『
羅
漢
印
譜
』
を
上
梓
。

〇
木
村
竹
香
の
次
男
・
正
平
を
養
子
に
迎
え
た
。

〇
「
墨
竹
十
万
講
」
作
品
頒
布
の
全
国
巡
遊
の
第
一
歩
に
、
越
後
の
地
を
選
ん
だ
。

〇
近
世
篆
刻
の
参
考
書
と
し
て
、
越
人
・
富
（
取
）
益
斎
編
著
「
印
章
備
正
」
を
見
出

し
、
自
身
の
手
に
よ
っ
て
公
刊
す
る
。

　

挙
げ
た
よ
う
に
越
後
路
と
の
関
連
は
深
く
、
か
つ
県
下
広
域
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の

点
に
注
意
し
、
本
編
ま
で
の
七
編
で
は
本
県
各
地
の
寒
山
の
動
向
を
縦
軸
に
見
立
て
、

接
触
の
あ
っ
た
各
地
文
人
の
存
在
を
浮
彫
に
し
て
き
た
。
よ
っ
て
、
地
域
文
芸
を
発
展

さ
せ
た
人
々
の
埋
没
し
か
け
て
い
る
事
績
を
明
ら
か
に
し
得
た
点
は
大
き
い
。

　

た
と
え
僅
少
な
出
来
事
で
も
拾
遺
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
ま
だ
多
く
の
越
人
と
の
関
わ

り
合
い
が
指
摘
可
能
な
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
編
で
は
、
引
き
続
き
調
査
成

果
と
し
て
新
潟
県
三
条
地
区
・
旧
栄
町
（
現
三
条
市
）
の
片か

た
の野

松し
ょ
う
が
い外

（
一
八
六
一
～

一
九
四
一
）
に
つ
い
て
、
寒
山
と
の
接
点
を
意
識
し
つ
つ
そ
の
文
人
像
の
紹
介
と
分
析

を
行
う
も
の
で
あ
る
。

略　

歴

　

通
常
の
県
人
名
辞
典
の
類
に
出
て
い
な
い
が
、
出
身
地
で
は
過
去
に
二
回
顕
彰
事
業

が
行
わ
れ
て
い
る
。

〇
栄
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
て　

平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
十
月

〇
三
条
市
歴
史
民
俗
産
業
資
料
館
に
て　

平
成
二
十
一
（
二
〇
〇
九
）
年
一
月

　

そ
の
折
の
資
料
に
基
づ
き
生
涯
を
記
す
。

　

文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
十
一
月
二
十
七
日
、
猪
子
場
新
田
（
旧
栄
町
・
現
三
条
市
）

の
庄
屋
坂
井
家
に
生
ま
れ
、
明
治
九
年
四
月
、
十
六
歳
で
大お

お
も面

町
の
庄
屋
・
片
野
寛
十

郎
の
養
子
に
入
っ
た
。
本
名
幸
次
郎
、
字
は
士し

け
い慶

、
号
は
松
外
の
他
、
嵐
南
、
屋
号
を

聴
松
書
屋
と
称
し
た
。
活
躍
の
舞
台
は
南
蒲
原
郡
で
、
当
地
は
三
条
と
長
岡
に
は
さ
ま

越
後
路
の
篆
刻
家
・
山
田
寒
山
と
片
野
松
外
の
接
点
に
つ
い
て

岡　
　

村　
　
　
　

浩

�

二
〇
二
一
・
六
・
二
八　

受
理
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二

れ
た
山
と
川
と
緑
に
囲
ま
れ
た
風
土
を
保
つ
。
Ｊ
Ｒ
線
で
い
え
ば
東
光
寺
と
帯
織
駅
の

エ
リ
ア
に
当
た
る
。

　

明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
三
月
、
二
十
五
歳
で
新
潟
師
範
学
校
を
卒
業
。
中
之
島

村
中
通
小
学
校
長
を
皮
切
り
に
、
地
元
大
面
の
大
潟
小
学
校
に
転
任
、
二
十
五
年
の
長

き
に
わ
た
り
勤
務
し
た
。
明
治
四
十
二
年
三
月
、
大
潟
と
帯
織
尋
常
小
学
校
が
統
合
さ

れ
大
面
尋
常
小
学
校
が
創
立
し
た
時
、
初
代
校
長
を
務
め
る
。
明
治
四
十
三
年
か
ら
大

正
二
年
ま
で
の
四
年
間
、
再
び
中
通
校
の
校
長
と
し
て
勤
務
。

　

教
員
を
退
い
た
の
ち
は
、
大
面
区
長
、
大
面
村
尚
武
会
会
長
、
村
会
議
員
、
教
育
会

会
長
、
信
用
組
合
監
事
等
の
公
職
を
歴
任
。

　

ま
た
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
十
一
月
か
ら
一
年
間
、
そ
の
十
二
年
後
の
昭
和
四
年

の
二
度
に
わ
た
り
大
面
村
長
に
就
任
し
た
。

　

さ
ら
に
昭
和
十
一
年
八
月
、
大
面
村
保
健
協
会
初
代
会
長
に
推
さ
れ
た
。

　

以
上
、
教
育
と
産
業
振
興
、
保
健
体
育
の
向
上
等
、
幅
広
い
方
面
で
地
方
自
治
を
牽

引
し
た
事
績
が
読
め
る
。

　

晩
年
は
悠
々
自
適
、
書
画
及
び
漢
詩
の
世
界
を
大
い
に
楽
し
む
。
太
平
洋
戦
争
の
起

こ
っ
た
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
十
月
三
日
、
八
十
二
歳
で
逝
去
。

　

重
複
す
る
が
、
他
書
に
窺
う
片
野
氏
の
経
歴
に
つ
い
て
引
用
し
て
お
く
。

　

〇�

「
片
野
幸
次
郎　

南
蒲
原
郡
大
面
村
、漢
詩
が
得
意
で
、書
画
に
趣
味
が
あ
る
」（
吉

岡
金
峰
編
著
『
越
佐
趣
味
の
人
々
』
Ｓ
13
刊
所
収
）

　

〇
「
片
野
松
外
、
名
は
幸
次
郎
。
松
外
と
号
す
。
文
久
元
年
福
島
村
（
現
栄
町
）
猪

子
場
新
田
の
庄
屋
坂
井
家
に
生
る
。
明
治
九
年
大
面
村
（
現
栄
町
）
大
面
の
庄
屋
片
野

家
の
養
子
と
な
る
。
新
潟
師
範
を
卒
業
し
、
大
面
小
学
校
長
、
大
面
村
議
大
面
村
長
を

歴
任
し
、
詩
、
書
、
画
を
善
く
し
た
。
書
画
は
諸
橋
田
龍
、
庄
川
松
陰
に
師
事
し
、
詩

は
鱸
松
塘
に
師
事
し
、
浅
野
赤
城
、
岩
田
愛
山
な
ど
と
交
流
し
た
。
昭
和
三
年
土
屋
竹

雨
藝
文
社
を
興
し
、
東
華
を
発
行
し
た
時
参
加
し
、
中
央
詩
壇
で
活
躍
し
た
。」（
洲
脇

五
東
編
著
「
片
野
松
外
詩
鈔
解
（
第
一
回
）」『
嵐
城
雅
韻
』
第
四
十
四
号
所
収
、
Ｈ

14
・
８
刊
）。
洲
脇
氏
は
三
条
市
在
住
の
詩
人
で
嵐
城
吟
社
を
興
し
、
そ
の
機
関
誌
の

四
十
四
号
か
ら
五
十
二
号
（
Ｈ
18
・
８
刊
）
ま
で
に
「
松
外
詩
鈔
解
」
を
九
回
に
わ
た

り
連
載
さ
れ
た
。

教
育
者
の
家
系

　

①
庄
屋
に
生
ま
れ
、
庄
屋
の
養
子
に
入
る
。
②
学
校
教
員
。
③
村
長
。
―
―
こ
れ
ら

は
近
世
近
代
の
文
人
を
調
査
し
て
み
て
、
し
ば
し
ば
あ
て
は
ま
る
事
項
で
あ
る
。
出
自

に
恵
ま
れ
た
こ
と
に
続
き
、
ま
ず
新
潟
師
範
学
校
で
修
学
し
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）「
学
制
」
公
布
を
受
け
て
、
本
県
で
も
学
校
創
設
と
統
廃

合
が
く
り
返
さ
れ
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に
中
学
部
と
師
範
学
部
を
持
つ
新
潟
学

校
が
誕
生
し
た
。
こ
の
師
範
学
部
が
独
立
し
て
「
新
潟
県
尋
常
師
範
学
校
」
と
な
る
。

松
外
が
学
ん
だ
の
は
こ
こ
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
面
村
史
』（
Ｓ
45
刊
）
を
ひ
も
と
き
学

校
教
員
の
頁
を
読
む
と
、
教
職
歴
を
確
か
め
ら
れ
る
。
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
一
村

一
校
を
う
た
っ
た
大
潟
尋
常
小
学
校
と
帯
織
尋
常
小
学
校
と
の
合
併
が
た
や
す
い
も
の

で
は
な
か
っ
た
中
、
八
七
六
頁
ま
た
八
七
八
頁
に
は
「
大
正
十
年
度
よ
り
七
ケ
年
（
大

面
小
学
校
学
務
主
員
を
再
任
）」
と
記
載
が
あ
る
。

　

松
外
の
長
男
・
寛
一
郎
も
小
学
校
長
、
そ
の
娘
・
千
代
（
明
治
四
十
五
年
生
）
も
三

条
高
等
女
学
校
・
長
岡
女
子
師
範
学
校
を
卒
業
後
、
長
く
旧
栄
町
の
小
学
校
に
勤
務
。

千
代
の
夫
・
弘
（
明
治
四
十
年
生
）
は
新
井
（
現
妙
高
市
）
の
生
ま
れ
。
増
村
朴
斎
の

経
営
し
た
有
名
な
「
有
恒
学
舎
」
で
学
び
、
ま
た
早
稲
田
大
学
英
文
科
を
卒
業
後
、
定

年
ま
で
県
立
三
条
高
等
女
学
校
（
現
三
条
東
高
等
学
校
）
の
英
語
教
師
。
昭
和
十
五
年

（
一
九
三
〇
）、
政
府
は
、
教
育
勅
語
発
布
五
十
年
記
念
と
し
て
全
国
か
ら
教
育
功
労
者

を
表
彰
し
た
が
、
そ
の
中
に
片
野
家
も
選
出
さ
れ
た
。「
親
子
三
代
教
員
の
職
に
あ
り

そ
の
内
の
一
名
以
上
現
職
に
あ
る
も
の
」と
し
て
全
国
的
な
表
彰
を
受
け
た
の
だ
っ
た
。

本
山
高
平
著
「
戦
後
体
制
下
の
女
子
中
等
教
育
に
つ
い
て
（
最
終
回
）
─
女
子
体
力
章

検
定
・
当
市
防
空
教
育
訓
練
要
綱
等
─
」（『
ふ
る
さ
と
三
条
』
第
22
号
所
収
・
Ｈ
26
三

条
市
生
涯
学
習
課
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
揃
っ
て
教
育
者
一
家
で
、
皆
生
涯
を
地
元
学
校
教
育
に
捧
げ
た
。

漢
詩
に
つ
い
て

　

松
外
が
活
動
し
た
昭
和
初
期
、
漢
詩
の
付
い
た
「
南
画
」
と
称
す
日
本
画
や
、
自
分
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三

で
詩
を
作
り
自
筆
を
条
幅
に
仕
立
て
る
な
ど
書
画
の
制
作
が
盛
ん
に
な
り
、
プ
ロ
・
ア

マ
問
わ
ず
各
地
に
筆
を
も
つ
趣
味
家
が
出
た
。
家
々
に
は
床
の
間
が
あ
り
、
掛
軸
を
鑑

賞
す
る
空
間
も
存
在
し
た
。

　

先
の
洲
脇
氏
の
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
昭
和
三
年
に
は
漢
詩
の
布
教
を
目
的
に
設
立

し
た
「
芸
文
社
」
か
ら
、
月
刊
機
関
誌
『
東
華
』
が
発
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
松
外

作
は
殆
ど
毎
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
熱
心
な
打
ち
込
み
と
詩
作
水
準
の
高
さ
が
推
し

は
か
れ
る
。
出
版
編
集
に
関
与
す
る
著
名
な
詩
人
に
よ
る
添
削
指
導
が
行
わ
れ
、
地
方

と
中
央
、
有
名
も
無
名
も
な
く
、
同
好
の
士
が
交
流
を
も
っ
た
の
が
こ
の
時
代
ま
で
の

特
色
で
あ
る
。
今
と
な
れ
ば
意
外
な
る
文
人
が
越
後
を
訪
れ
、
当
地
の
顔
役
だ
っ
た
松

外
の
と
こ
ろ
に
も
逗
留
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
と
な
る
の
が
、
片
野
家
に
伝
わ
っ

た
多
く
の
書
画
作
で
あ
る
。

　

『
東
華
』
誌
で
の
詩
の
添
削
指
導
に
は
、
土
屋
竹
雨
・
国
分
青
厓
・
岩
渓
裳
川
・
仁

賀
保
香
城
・
田
邊
碧
堂
・
岡
崎
春
石
等
、
斯
界
の
大
家
が
揃
っ
て
い
た
。
ご
子
孫
の
と

こ
ろ
に
は
、
こ
の
珍
し
い
『
東
華
』
誌
が
一
五
七
号
ま
で
通
巻
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

う
ち
、
誌
面
に
は
一
一
一
首
の
松
外
の
詩
が
数
え
ら
れ
る
。
別
に
大
正
・
昭
和
を
代
表

す
る
全
国
の
詩
人
の
作
詩
を
収
め
た
冊
子
に
も
、
松
外
作
が
選
ば
れ
て
い
る
。『
昭
和

七
百
家
七
絶
』
に
は
、「
寺
泊
懐
古
」
と
題
し
て

　
　

曾
自
迎
鑾
五
百
秋　

曾
つ
て
鑾れ

ん

を
迎
え
し
よ
り
五
百
秋

　
　

回
潮
寂
寞
夕
陽
愁　

回か
い

潮ち
ょ
う

寂じ
ゃ
く
ば
く寞

夕
陽
愁
う

　
　

凄
凄
不
斷
漁
人
笛　

凄せ
い
せ
い凄

斷
え
ず
漁
人
の
笛

　
　

一
髪
青
山
是
佐
州　

一
髪
の
青
山　

是
れ
佐
州

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

『
東
華
』
編
集
に
当
た
る
中
央
の
詩
家
に
添
削
を
仰
い
だ
詩
稿
が
、
一
定
量
残
っ
て

い
る
。
詩
作
に「
乙
未
二
月
十
五
日
（
明
治
二
十
八
年
・
一
八
九
五
）片
野
幸
次
郎
伏
乞
」

と
本
名
で
署
名
。
添
削
を
乞
う
た
人
物
は
、「
菊
池
九
江
先
生
尊
搨
下
」と
宛
名
を
記
す
。

時
節
柄
日
露
戦
争
を
素
材
と
す
る
詩
作
に
、
九
江
が
朱
批
を
施
し
て
い
る
。
字
句
の
批

正
を
行
う
筆
跡
が
上
下
の
欄
外
、
行
間
に
あ
ふ
れ
、
懇
切
丁
寧
な
指
導
の
有
様
が
紙
面

に
読
め
る
。

　

松
外
の
原
作
を
掲
出
せ
ず
失
礼
す
る
が
、
九
江
の
朱
批
部
分
の
一
例
を
拾
い
示
す
。

「
是
レ
モ
面
白
シ　

天
歩
艱
ハ
天
子
ノ
災
難
ニ
遇
ヲ
言　

然
レ
ド
モ
連
戦
連
勝
ノ
今
日

ニ
ハ
適
當
セ
ズ　

不
吉
ノ
文
字
也　

故
ニ
削
ル
ベ
シ
」「
此
詩
モ
冝
シ　

然
レ
ド
モ
漠

然
ト
シ
テ
一
首
ノ
骨
子
無
シ　

故
ニ　

句
ニ
勢
力
ア
レ
ド
モ
趣
旨
ノ
分
ラ
ザ
ル
激
論
ノ

如
シ　

故
ニ
一
首
ノ
骨
子
無
シ
ト
云
ナ
リ
」「
七
言
ノ
句
ヲ
作
ル
ニ
上
ヨ
リ
四
字
目
ニ

平
字
ヲ
孤
用
ス
ル
ハ
大
疵
也　

詩
人
必
ズ
戒
慎
ス
ベ
シ　

當
今
学
士
ノ
高
名
ナ
ル
蒲
生

重
章
又
ハ
岡
千
仭
ト
云
人
々
ハ
度
々
此
格
ヲ
破
リ
詩
人
ノ
笑
草
ト
成
ル
也　

蓋
シ
知
ラ

サ
ル
ニ
非
ル
モ
俗
ニ
云
ゴ
マ
カ
シ
ヲ
作
ル
ナ
ラ
ン
」
と
手
厳
し
い
く
だ
り
も
あ
る
。

　

思
え
ば
書
表
現
や
篆
刻
芸
術
も
、
古
来
伝
統
的
規
矩
を
徹
底
遵
守
し
た
人
と
、
そ
れ

を
破
っ
た
よ
う
に
み
ら
れ
る
作
家
で
は
、
残
し
た
仕
事
の
性
質
が
大
き
く
異
な
る
。
詩

の
世
界
に
お
い
て
も
、
蒲
生
や
岡
氏
と
い
っ
た
名
の
通
っ
た
人
物
を
か
よ
う
に
批
評
す

る
士
が
お
ら
れ
た
。
松
外
は
、
伝
統
正
統
派
の
詩
を
こ
の
よ
う
に
個
別
指
導
に
よ
っ
て

学
ん
で
い
た
の
だ
っ
た
。

松
外
の
書
画
作
に
つ
い
て

　

周
辺
に
乞
わ
れ
る
ご
と
に
気
軽
に
筆
を
揮
っ
た
。
概
し
て
こ
の
よ
う
な
人
物
の
子
孫

の
家
に
は
作
品
が
残
ら
な
い
が
、
松
外
の
場
合
、
比
較
的
多
く
の
遺
墨
を
拝
見
出
来
た
。

水
墨
・
ま
た
は
ご
く
淡
彩
の
絵
画
で
、
内
容
は
山
水
図
が
多
く
、
他
に
寒
山
拾
得
や
大

黒
天
、
達
磨
図
等
。
そ
れ
ら
の
上
部
に
、
自
作
の
詩
を
つ
づ
け
書
き
で
付
記
。
大
幅
が

多
い
。
あ
と
で
家
族
が
表
具
し
た
も
の
が
主
で
、
生
前
の
自
娯
作
が
未
表
装
の
ま
ま
で

一
定
量
伝
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

制
作
年
の
判
明
す
る
も
の
の
古
い
例
に
、
中
之
島
町
生
ま
れ
の
画
家
と
し
て
知
ら
れ

る
浅
野
赤
城
と
の
合
作
が
あ
る
。
松
外
は
七
言
絶
句
、
赤
城
の
山
水
画
の
署
名
に
「
辛

亥
晩
春
写
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
作
と
分
か
る
。
他
の

年
の
筆
跡
を
み
て
も
本
作
と
同
じ
細
線
で
動
き
の
あ
る
行
書
体
で
、
こ
の
書
風
が
早
く

か
ら
の
松
外
の
本
領
で
あ
ろ
う
。

　

同
じ
赤
城
作
「
紅
葉
花
鳥
図
」
の
軸
裏
に
、「
片
野
幸
次
郎
為
我
中
通
校
長
四
年　

今
茲
大
正
癸
丑
以
病
辞
職
将
還
其
郷　

同
人
相
謀
嘱
浅
野
赤
城
製
楓
菊
図
以
贈
聊
表
惜

別
之
意　

且
資
他
日
追
憶
云
爾　

中
道
学
区
」
と
墨
書
が
あ
る
。
先
行
資
料
に
基
づ

き
、
は
じ
め
に
教
員
歴
を
記
し
た
中
、
中
通
校
在
任
を
最
初
に
挙
げ
た
が
、
軸
裏
の
記

述
に
従
え
ば
、
明
治
四
十
二
年
大
面
校
長
就
任
を
最
後
に
教
員
を
退
職
し
た
の
ち
、
明
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四

治
四
十
二
年
頃
か
ら
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）、
こ
の
赤
城
作
が
完
成
し
た
時
ま
で
再

び
松
外
は
中
通
校
に
校
長
と
し
て
在
職
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
病
を
得
て
故
郷
大
面

に
帰
る
に
当
た
り
、
中
通
校
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
の
が
本
軸
で
あ
る
。
数
年
後
、
一
回
目

の
大
面
村
村
長
に
就
任
。

　

次
に
松
外
自
身
の
書
画
作
に
言
及
す
る
。

　

「
千
秋
万
古　

丁
卯
夏
至　

松
外
山
人
」
と
画
讃
の
あ
る
水
墨
高
士
図
は
、
昭
和
二

年
（
一
九
二
七
）作
。「
乙
亥
晩
秋
」作
の
秋
景
山
水
図
は
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）作
。

伝
わ
る
松
外
作
の
制
作
年
代
は
、
長
い
年
月
に
わ
た
る
も
の
が
点
在
し
て
い
る
。

　

ご
子
孫
の
記
述
に
よ
る
と
、
不
惑
の
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
絵
筆
を
と
る
こ
と
が
多
く

な
っ
た
ら
し
い
。
特
定
の
師
が
い
た
か
は
不
明
だ
が
、伝
記
類
で
は
近
郷
庄
屋
で
画
家
・

庄
川
松
陰
（
一
八
二
九
～
一
八
九
六
）
と
渡
辺
鴻
業
（
一
八
九
二
～
一
九
六
八
）
の
名

が
、
ご
子
孫
の
記
述
に
み
え
る
。
そ
も
そ
も
松
外
の
雅
号
に
「
松
」
字
が
付
く
こ
と
、

鴻
業
の
淡
彩
画
で
目
に
付
く
赤
茶
と
う
ぐ
い
す
色
と
が
松
外
の
淡
彩
作
に
も
多
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
影
響
な
し
と
は
い
え
な
い
。
加
え
る
に
浅
野
赤
城
も
身
近
に
い

た
画
家
と
し
て
名
が
挙
が
る
。
し
か
し
、
職
業
画
家
の
赤
城
の
画
風
と
は
、
距
離
が
あ

る
。
総
じ
て
詩
作
を
中
心
と
す
る
教
養
に
、
同
時
代
の
文
人
が
多
く
趣
味
と
し
た
南
画

を
取
り
入
れ
、
興
の
お
も
む
く
ま
ま
に
制
作
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
専
門
家

と
い
う
よ
り
、
地
域
周
辺
の
余
裕
の
あ
る
旦
那
方
と
交
友
を
も
つ
中
で
、
そ
の
画
は
風

格
と
安
定
感
を
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
た
い
。

　

具
体
的
に
、
松
外
遺
墨
自
画
讃
作
及
び
他
者
と
の
合
作
を
少
し
上
げ
て
み
る
。

〈
①
淡
彩
自
画
讃
〉（
図
一
）

「
洞
裏
春
光
麗
似
画　

桃
花
万
樹
武
陵
源　

乙
卯
盛
夏　

松
外
山
人
」

桃
の
花
が
つ
ら
な
り
咲
く
の
ど
か
な
風
景
。
花
に
沿
っ
て
民
家
が
立
ち
並
ぶ
。
気
候
が

よ
い
の
で
あ
ろ
う
、
外
の
景
色
を
楽
し
ん
で
い
る
。
手
前
に
は
洞
窟
を
く
ぐ
り
ぬ
け
た

小
舟
を
描
く
。
穴
の
中
の
水
面
に
ま
で
桃
花
が
映
っ
て
、
春
満
開
の
情
景
で
あ
る
こ
と

を
詩
画
が
物
語
る
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
作
。
138
×
54
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

〈
②
秋
景
山
水
図
〉

肌
色
の
柔
ら
か
な
色
彩
は
、
江
戸
時
代
以
来
南
画
で
多
用
さ
れ
「
代
赭
」（
た
い
し
ゃ
）

と
称
す
。
岩
肌
と
松
の
葉
を
淡
彩
で
描
き
、
全
体
的
に
多
め
に
設
け
た
余
白
の
中
で
効

果
的
に
生
き
て
い
る
。
手
前
の
川
と
上
方
の
空
を
余
白
で
つ
な
ぎ
、
天
地
の
高
さ
と
奥

行
き
を
表
す
。
上
空
に
添
え
た
詩
は
、
薄
め
の
墨
で
書
く
。

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
作
。
139
×
35
。

〈
③
淡
彩
汀
洲
図
〉

「
日
落
山
将
暮　

汀
洲
潮
正
生　

甲
戌
晩
秋　

松
外
山
人
」

淡
彩
で
秋
の
気
配
を
表
す
。
突
き
出
た
岩
上
で
語
ら
う
高
士
、
二
人
の
右
側
足
元
に
は

白
帆
が
三
艘
み
え
る
。
僅
か
な
描
写
で
遠
近
感
を
漂
わ
せ
る
。

「
汀
洲
」
と
は
、
水
ぎ
わ
と
中
州
（
な
か
す
）
の
こ
と
。

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
作
。
149
×
20
。

〈
④
水
墨
瀑
布
図
〉（
図
二
）

図
一　

片
野
松
外　

淡
彩
自
画
讃 

図
二　

水
墨
瀑
布
図
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五

「
向
天
長
嘯
対
風
吟　

膝
又
人
横
三
尺
琴

　

休
道
乾
坤
無
聴
者　

高
山
流
水
亦
知
音　

松
外
山
人
並
題
」

瀑
布
（
瀧
）
に
対
座
す
る
人
物
の
ひ
ざ
の
上
に
は
詩
に
あ
る
通
り
、
三
尺
幅
の
琴
。
し

か
し
山
水
の
天
然
美
が
無
限
の
音
を
奏
で
て
い
る
前
で
は
、
た
だ
心
を
落
ち
つ
け
る
の

み
。
弾
琴
の
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

無
紀
年
作
。
141
×
53
。

〈
⑤
水
墨
瀧
図
〉

「
松
風
匝
地
雨
初
収　

激
石
奔
湍
沃
々
流　

　

不
信
人
間
炎
熱
苦　

山
中
六
月
気
如
秋　

松
外
山
人
並
題
」

白
雲
の
か
か
る
大
瀧
を
み
る
高
士
。そ
の
水
し
ぶ
き
で
六
月
の
炎
熱
の
苦
し
み
も
忘
れ
、

ま
る
で
秋
が
訪
れ
た
か
の
如
く
清
涼
感
を
抱
い
た
、
と
詩
書
に
綴
る
。
鑑
賞
者
を
画
面

に
引
き
込
む
大
幅
で
あ
る
。

無
紀
年
作
。
139
×
59
。

〈
⑥
松
外
、
他
計
三
者
合
作　

花
卉
（
か
き
）
図
〉（
図
三
）

急
須
台
に
「
丙
寅
夏
日
見
附
客
舎　

松
外
山
人
」、
右
の
椿
と
花
瓶
を
「
青
坡
山
人
」、

下
方
の
石
に
「
松
南
、
作
石
」
と
署
名
あ
り
。

白
梅
の
枝
ぶ
り
の
よ
さ
と
椿
の
紅
色
が
目
を
ひ
く
。
茶
を
点
て
風
流
を
歓
談
し
つ
つ
、

こ
の
よ
う
な
作
が
即
興
で
作
ら
れ
て
い
っ
た
。

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
見
附
を
訪
問
し
た
時
の
合
作
。
138
×
34
。

〈
⑦
松
外
、
他
計
四
者
合
作
〉（
図
四
）

「
閑
堂
相
対
思
深
　々

清
話
風
流
似
遠
林

　

戊
辰
春
日
嵐
城
客
中
極
楽
精
舎
楼
上
偶
相
会
四
仙
席
上
戯
之　

太
華
山
人
併
録
」

高
台
上
の
急
須
を
描
く
の
が
「
松
外
山
人
」。
左
の
奇
石
は
「
南
風
散
史
」。
左
下
の
籠

を
、「
静
園
」
が
描
く
。「
太
華
山
人
」
の
画
讃
に
よ
っ
て
制
作
年
が
分
か
る
。

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
作
。
134
×
33
。

　

例
え
ば
④
詩
は
「
答
人
間
近
況
」（
人
の
近
況
を
問
ふ
に
答
ふ
）
と
題
し
、『
東
華
』

誌
に
寄
稿
し
た
詩
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
。「
天
に
向
か
い
長
嘯
し
風
吟
に
対

す
。
膝
上
時
に
横
た
う
三
尺
の
琴
。
道い

う
を
休
め
よ
乾
坤
空
し
く
落
々
と
。
高
山
流
水

亦
た
知ち

い
ん音

。」（
原
漢
文
）
と
別
詩
に
は
あ
る
。
詩
意
と
画
意
の
何
れ
が
先
行
し
て
の
こ

と
か
は
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
本
作
の
よ
う
に
画
技
に
添
付
し
て
一
層

生
気
を
放
つ
詩
作
を
松
外
は
多
く
残
し
て
い
る
。

　

⑥
の
大
正
十
五
年
制
作
「
見
附
客
舎
」
中
の
三
者
合
作
や
、
⑦
の
昭
和
三
年
「
嵐
城

客
中
極
楽
精
舎
楼
上
」
作
、
こ
れ
は
四
者
合
作
。
双
方
と
も
に
今
と
な
っ
て
は
合
作
相

手
の
調
査
を
し
難
い
。
逆
に
趣
味
家
は
巷
間
都と

鄙ひ

の
区
別
な
く
、見
附
や
嵐
城
（
三
条
）

の
い
わ
ゆ
る
県
央
地
区
に
た
く
さ
ん
い
た
。
そ
れ
ら
が
互
い
に
歓
談
を
尽
く
し
詩
書
画

の
寄
書
交
流
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
文
人
た
る
総
合
的
な
素
養
が
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
も

の
と
み
る
。

　

つ
ま
り
は
人
々
と
の
接
触
、
名
家
作
の
鑑
賞
体
験
が
重
要
だ
っ
た
。
今
回
松
外
旧
蔵

先
人
書
画
作
品
を
通
覧
し
て
、
そ
の
機
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
質
・
量
と

も
に
目
を
み
は
る
作
家
の
作
品
を
、
松
外
自
身
の
人
柄
の
写
し
鏡
と
捉
え
た
い
。

松
外
旧
蔵
書
画
作
か
ら

　

例
え
ば
、
幕
末
の
三
舟
と
い
わ
れ
る
山
岡
鉄
舟
・
勝
海
舟
・
高
橋
泥
舟
は
、
松
外
存

命
時
代
、
今
よ
り
人
と
書
の
名
声
が
高
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
松
外
旧
蔵
品
に
三
者
作
が

図
三　

松
外
、
他
計
三
者
合
作

図
四 

松
外
、
他
計
四
者
合
作
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揃
っ
て
い
る
。
他
、
書
と
絵
と
を
分
け
て
概
容
に
触
れ
て
み
る
。

　

漢
詩
作
は
尾
藤
二
洲
・
細
井
平
洲
・
佐
藤
一
斎
・
太
田
錦
城
・
立
原
杏
所
の
人
々
、

越
人
中
、
富
川
大
塊
は
、
松
外
よ
り
一
時
代
古
い
。
こ
れ
ら
は
敬
愛
し
て
入
手
し
た
の

だ
ろ
う
。日
高
秩
父
の
詩
書
は
新
潟
で
掛
軸
を
あ
ま
り
み
な
い
。依
田
学
海
（
一
九
三
〇

年
作
）
も
稿
者
に
と
っ
て
、
日
頃
過
眼
し
な
い
。
大
槻
磐
渓
・
鱸
松
塘
・
田
邊
碧
堂
・

大
沼
枕
山
・
平
野
五
岳
・
巌
谷
一
六
・
東
條
琴
臺
な
ど
は
全
国
的
傾
向
で
旧
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
し
ば
し
ば
含
ま
れ
る
。
越
人
作
で
は
蒲
生
重
章
が
珍
し
い
と
思
わ
れ
る
。

高
橋
竹
介
・
朴
斎
そ
し
て
武
石
貞
松
は
含
ま
れ
て
当
然
の
越
人
と
み
た
が
、
貞
松
作
は

松
外
へ
の
為
書
作
。
中
之
島
の
大
人
物
で
、
松
外
は
交
流
す
る
中
、
兄
事
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

絵
を
伴
う
も
の
で
は
鉄
翁
・
橋
本
独
山
・
春
木
南
湖
、
中
で
は
八
百
枝
菖
城
と
の
合

作
が
稿
者
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
。
菖
城
作
は
こ
れ
ま
で
各
地
で
散
見
し
、
そ
の
雅
号

の
由
来
と
い
わ
れ
る
新
発
田
ゆ
か
り
の
人
物
と
か
ね
て
み
て
い
た
。
こ
の
度
、
改
め
て

調
べ
る
と
生
ま
れ
は
北
蒲
原
郡
佐
々
木
村
の
野
口
家
の
人
（
一
八
七
〇
～
一
九
四
四
）。

本
名
康
三
。
明
治
二
十
一
年
八
百
枝
家
の
養
子
と
な
る
。
上
京
し
て
日
本
初
の
歯
科
学

校
「
高
山
歯
科
学
院
」
に
学
び
、同
二
十
六
年
第
一
回
生
と
し
て
卒
業
。
新
潟
に
開
業
。

三
十
一
年
、
三
条
に
移
り
歯
科
医
を
開
院
（
西
方
藤
七
編
『
県
央
の
人
物
』
参
照
）。

本
業
の
傍
ら
詩
画
を
よ
く
し
た
ら
し
く
、
県
北
新
発
田
周
辺
や
柏
崎
に
遺
墨
を
み
て
い

た
人
物
だ
っ
た
。

　

地
元
ゆ
か
り
の
人
々
に
関
し
て
は
、
旧
下
田
村
の
生
ん
だ
碩
学
漢
文
学
者
・
諸
橋
轍

次
博
士
の
本
家
に
当
た
る
諸
橋
家
が
栄
町
の
人
。
諸
橋
田
龍
、
そ
の
子
の
泝そ

水す
い

父
子
の

書
作
も
、
当
地
な
ら
で
は
の
文
人
作
と
し
て
み
ら
れ
た
。
と
く
に
泝
水
に
関
し
て
は
、

斯
華
会
派
の
仮
名
作
家
で
、
尾
上
柴
舟
に
師
事
。
関
東
大
震
災
で
帰
郷
、
長
岡
高
等
女

学
校
に
勤
務
し
つ
つ
中
央
書
道
団
体
に
属
す
。師
・
柴
舟
と
の
共
編
『
日
本
書
道
史
』（
Ｓ

５
・
雄
山
閣
）
の
著
述
が
あ
る
な
ど
、
か
つ
て
は
な
や
か
な
注
目
す
べ
き
活
動
を
し
た

人
物
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

森
山
越
山
と
広
川
操
一
作
は
、
地
元
三
条
文
人
で
あ
る
。
後
者
は
、
松
外
以
降
の
同

家
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
し
、
事
実
次
代
、
ま
た
片
野
家
ご
子
孫
美
江

子
様
の
嫁
し
た
大
橋
昭
五
様
一
族
も
書
画
の
愛
好
者
揃
い
で
、
若
干
蒐
集
品
が
混
在
し

て
い
る
。

　

絵
よ
り
も
詩
書
が
多
い
の
が
松
外
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
色
で
あ
る
。
先
述
し
た
『
東

華
』
の
継
続
講
読
と
詩
の
投
稿
と
合
わ
せ
、
詩
作
に
心
を
寄
せ
た
人
物
像
が
こ
こ
で
も

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　

ま
た
殆
ど
の
掛
軸
の
裏
面
に
、松
外
の
筆
に
よ
る
作
者
名
が
付
記
し
て
あ
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
み
る
と
「
翁
」「
先
生
」
と
呼
称
を
区
別
し
て
い
る
。
ま
た
誰
か
ら
譲
ら
れ
た

な
ど
の
入
手
経
路
を
書
く
も
の
も
あ
り
、
松
外
の
各
作
家
観
が
窺
え
る
。

山
田
寒
山
資
料

　

松
外
蒐
集
品
中
。
山
田
寒
山
作
が
二
点
（
軸
）、
柱
掛
に
詩
書
し
た
一
点
計
、
三
点

が
あ
る
。
軸
は
何
れ
も
詩
書
で
、

　
　

仏
法
無
多
子　

寒
山
独
歩
風　

詩
書
如
落
葉　

文
字
本
来
空

　
　

松
外
先
生
和
余
韻
見
示
畳
韻
却
呈　

支
那
寒
山
寺
沙
門
寒
山　

未
定
（
図
五
）

　

こ
の
款
記
に
よ
れ
ば
、「
松
外
先
生
」
と
詩
を
よ
み
合
っ
た
折
の
作
詩
で
あ
り
、
直

接
的
や
り
と
り
が
あ
っ
た
証
と
な
る
（
紙
本
、
130
×
33
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。

な
お
「
未
定
」
と
文
末
に
付
記
す
る
が
、
別
作
に

　
　

鉄
筆
伝
宗
旨　

寒
山
独
歩
風　

寸
心
千
万
古　

文
字
本
来
空　

寒
山
老
人

と
し
た
た
め
た
二
行
書
（
紙
本
172
×
44.5
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
見
出
し
て
い
る
。
首
句

と
三
句
の
詩
の
半
分
に
違
い
を
み
せ
る
が
、
仏
法
の
世
界
で
自
分
の
独
歩
を
語
る
前
作

に
対
し
、「
鉄
筆
」
即
ち
篆
刻
の
世
界
で
の
独
自
性
を
主
張
す
る
趣
旨
に
置
き
か
え
た

内
容
で
あ
る
。

　

も
う
一
作
は
得
意
の
墨
竹
自
画
讃
で
、
や
や
薄
墨
で
細
目
の
節
と
葉
状
を
描
い
た
右

図
五　

山
田
寒
山
詩
書　

松
外
へ
の
為
書
作
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七

上
に

　
　

一
二
三
竿
竹　

虚
心
聳
碧
空　

山
僧
遊
戯
筆　

不
学
画
師
風

　
　

支
那
寒
山
寺　

沙
門
寒
山
（
図
六
）

　

と
五
絶
詩
を
入
れ
る
（
紙
本
、130
×
33
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）。「
首
句
」
の
「
一
二
三
」

は
、
良
寛
「
一
二
三
、
い
ろ
は
」
双
幅
を
想
起
さ
せ
る
句
で
あ
る
。
寒
山
は
中
央
の
文

人
で
い
ち
早
く
良
寛
の
存
在
を
評
価
し
、
遺
蹟
巡
り
を
果
た
し
て
お
り
、
良
寛
ゆ
か
り

の
地
に
寒
山
遺
墨
が
点
在
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
竹
を
画
題
、
詩
題
に
し
た
例
は
古
今
許
多
あ
る
が
、
松
外
に
も
散
見
出
来

る
。

　
　

写
到
数
竿
竹　

写
し
到
る
数
竿
の
竹

　
　

勢
将
凌
碧
空　

勢
将
に
碧
空
を
凌
が
ん
と
す

　
　

夢
游
湘
水
岸　

夢
に
湘
水
の
岸
に
遊
べ
ば

　
　

一
枕
聴
清
風　

一
枕
清
風
を
聴
く

　
　

�　

右
は
「
題
画
」
と
題
詩
し
た
昭
和
九
年
八
月
作
で
、
大
意
は
自
作
の
竹
図
を
な

が
め
る
う
ち
に
中
国
湖
南
省
の
湖
水
の
畔
に
遊
ん
だ
夢
を
見
て
、
枕
元
に
清
風
を

耳
に
し
た
と
い
う
。
湘
水
は
か
つ
て
舜
帝
が
九
疑
山
で
客
死
し
た
折
、
娥
皇
と
女

英
の
二
后
が
悲
し
み
の
余
り
湘
水
に
入
水
し
、
女
神
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
二
妃

の
流
し
た
涙
が
か
か
っ
て
当
地
の
竹
に
は
斑
点
が
生
じ
た
と
い
う
。
よ
っ
て
特
別

に
湘
竹
、
斑
竹
と
称
す
。
こ
の
故
事
を
松
外
は
知
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
基
づ
き
竹

の
詩
を
作
っ
た
。
首
句
の
「
写
し
到
る
数
竿
の
竹
」
と
い
う
よ
う
に
、
画
技
に
み

る
墨
竹
は
手
慣
れ
た
筆
さ
ば
き
で
あ
る
。

　

比
べ
て
寒
山
の
墨
竹
の
詩
は
「
数
竿
」
で
は
な
く
「
一
二
三
竿
竹
」
と
書
き
出
し
、

続
く
言
辞
は
あ
く
ま
で
も
寒
山
自
身
の
態
度
や
主
張
を
盛
り
込
ん
だ
内
容
で
、
先
の
松

外
が
教
養
を
積
ん
だ
読
書
家
の
詩
で
あ
る
と
す
れ
ば
、寒
山
の
方
は
型
に
は
ま
ら
な
い
、

や
は
り
独
歩
の
感
が
滲
み
出
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
資
料

　

柱
掛
に
つ
い
て
だ
が
、
大
き
さ
は
縦
180
、
横
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
両
面
に
書
画

が
あ
る
。

　

一
面
に
は
足
元
に
箒
を
置
く
人
物
。
手
に
経
典
を
持
ち
、
こ
れ
は
中
国
の
唐
代
の
逸

士
説
話
に
登
場
す
る
寒
山
拾
得
の
寒
山
の
方
で
あ
る
。
頭
の
上
方
に
は
大
き
な
蓮
の
葉

を
大
胆
に
描
く
。
左
下
に
「
天
荒
」
と
画
を
描
い
た
人
物
の
署
名
が
あ
り
、
下
に
判
読

不
能
な
白
文
印
を
一
顆
押
す
。

　

も
う
一
面
に
「
泣
露
千
般
艸
吟
風
一
葉
松　

葉
改
様　

寒
山
詩　

寒
山
」
と
左
上
に

一
行
の
墨
書
を
す
る
の
が
、
山
田
寒
山
の
筆
で
あ
る
。
寒
山
詩
の
一
節
を
用
い
る
も
、

う
ち
「
葉
」
字
は
「
様
」
字
に
改
め
る
べ
き
も
の
、
と
追
記
を
し
、
署
名
の
下
に
「
田

潤
之
印
」
白
文
印
一
顆
を
押
す
。
下
方
に
松
並
木
を
簡
枯
な
筆
意
で
描
く
の
は
ま
た
別

人
の
手
に
よ
る
よ
う
で
、右
下
に
や
は
り
板
上
ゆ
え
朱
肉
が
付
き
難
い
こ
と
に
も
よ
る
、

判
読
不
能
な
朱
文
印
一
顆
を
押
す
。

　

木
片
の
大
き
さ
か
ら
察
し
て
、
寒
山
が
携
帯
し
て
き
た
も
の
と
は
思
え
ず
、
現
地
で

地
元
の
文
士
と
交
流
を
す
る
中
、
寄
せ
書
き
し
合
っ
た
一
枚
と
考
え
た
い
。
二
面
に
画

が
あ
る
の
で
、
何
れ
か
に
松
外
の
筆
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら

し
き
部
分
は
見
出
せ
な
い
。
寒
山
が
寒
山
詩
を
用
い
、
詩
書
に
符
号
し
て
天
荒
な
る
人

物
が
寒
山
像
を
付
描
す
る
、参
集
の
人
々
が
意
気
投
合
し
て
成
っ
た
一
作
と
み
て
い
る
。

　

先
の
松
外
の
合
作
に
も
含
ま
れ
て
い
た
よ
う
に
、
今
日
調
査
し
得
な
い
趣
味
を
嗜
む

人
々
が
地
域
に
お
り
、
こ
の
柱
掛
に
窺
う
書
き
手
も
現
在
の
と
こ
ろ
分
か
り
か
ね
る
。

片
野
家
に
伝
わ
っ
た
こ
と
、
寒
山
の
松
外
へ
の
為
書
作
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
推
究
し

て
、
本
作
も
寒
山
と
の
直
接
的
な
交
わ
り
を
考
究
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
挙
示
し
た

い
。

図
六 

山
田
寒
山
墨
竹
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八

松
外
の
自
用
印

　

松
外
の
遺
物
中
も
う
一
つ
の
視
点
に
、
自
用
印
を
数
多
く
残
し
て
い
る
こ
と
に
稿
者

は
興
味
を
抱
く
。
数
は
三
十
二
顆
、
地
方
の
文
人
画
家
で
は
多
い
方
で
あ
る
。

　

中
に
果
し
て
寒
山
刻
が
含
ま
れ
て
い
る
か
、
探
索
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
は
な
か
っ
た
。

少
し
く
似
た
刻
調
の
も
の
が
あ
っ
た
が
、
寒
山
な
ら
ば
側
款
を
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

側
款
を
仔
細
に
み
て
い
く
と
、
無
字
の
作
が
殆
ど
で
、
印
材
の
質
と
刻
風
か
ら
察
し

て
松
外
の
自
刻
か
と
思
わ
れ
る
。
各
印
何
れ
も
一
作
の
中
で
文
字
の
大
小
を
付
け
ず
、

全
文
字
を
同
じ
篆
書
体
の
モ
ー
ド
で
整
え
て
い
る
。
規
矩
を
外
さ
な
い
真
面
目
な
仕
上

が
り
だ
が
、
得
意
と
し
た
詩
趣
、
詩
情
に
や
や
欠
け
る
。
守
法
に
止
ま
り
個
人
の
意
は

石
面
に
吐
露
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
映
る
。

　

別
に
側
款
の
あ
る
も
の
を
挙
げ
る
。「
越
南
刀
」
と
あ
る
の
が
二
顆
、
篆
書
体
の
字

形
に
不
安
定
さ
を
覚
え
る
。「
越
」
字
を
名
乗
る
こ
と
か
ら
地
元
、
地
域
の
趣
味
家
の

手
に
よ
る
も
の
か
。

　

「
昭
和
七
年
上
浣　

為
松
外
先
生　

白
蒐
刻
」
と
あ
る
も
の
は
松
外
七
十
一
歳
時
に

贈
ら
れ
た
印
。
こ
の
白
蒐
な
る
人
物
は
計
三
顆
を
刻
し
て
い
る
。
装
飾
的
な
印
篆
を
用

い
る
が
現
代
の
研
究
が
進
ん
だ
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
前
時
代
的
な
所
業
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

　

総
じ
て
松
外
自
用
印
で
は
数
の
わ
り
に
評
価
に
値
す
る
刻
印
の
少
な
い
こ
と
、
こ
れ

は
先
人
に
対
し
い
さ
さ
か
礼
を
失
し
た
言
い
方
に
な
っ
て
し
ま
う
が
、
反
転
し
て
み
れ

ば
地
方
文
人
の
大
半
が
同
類
の
印
章
を
、
せ
い
ぜ
い
数
顆
保
有
す
る
例
が
一
般
的
だ
っ

た
。

　

事
績
不
詳
の
刻
者
と
比
べ
、
同
時
代
の
山
田
寒
山
刻
を
手
に
と
る
と
、
無
用
の
細
工

を
避
け
、
斬
新
さ
よ
り
も
古
体
派
を
よ
く
咀
嚼
し
た
上
で
骨
格
の
確
か
な
、
朴
と
し
た

寒
山
調
が
確
立
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
寒
山
以
外
の
同
時
代
前
後
の
印
人
も
越
後
に
足
跡
を
留
め
、
全
国
の
他
地
域
と

比
べ
、
調
べ
る
手
が
か
り
を
多
く
与
え
て
く
れ
る
。
そ
の
手
が
か
り
こ
そ
が
片
野
松
外

の
如
き
各
地
の
吏
長
、
素
封
家
、
地
主
層
の
趣
味
性
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ゆ

え
に
稿
者
は
文
人
墨
客
の
受
け
皿
と
な
っ
た
、
こ
れ
ら
文
士
の
調
査
を
継
続
し
て
い
る

図七　松外自用印・印影（原寸）

松
外

松
外

嵐
南
山
人

松
外
山
人

嵐
南

天
涯
山
人
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九

わ
け
で
あ
る
。

　

詩
書
画
篆
刻
を
よ
く
し
た
人
を
「
四
絶
」
と
称
す
が
、
全
て
一
定
水
準
を
こ
な
し
た

人
物
を
簡
単
に
は
見
出
せ
な
い
。
と
く
に
地
方
に
あ
っ
て
は
来
遊
文
人
と
の
直
接
的
接

触
に
よ
る
手
ほ
ど
き
、あ
る
い
は
良
質
の
正
統
的
な
参
考
書
が
な
け
れ
ば
難
し
か
っ
た
。

松
外
の
場
合
、
他
の
越
佐
の
画
人
詩
家
の
中
で
み
る
と
、
詩
と
画
の
道
を
こ
れ
ほ
ど
入

念
に
併
存
さ
せ
た
例
は
多
く
な
い
。
篆
刻
は
抜
き
ん
出
た
も
の
を
み
せ
な
い
が
、
全
体

的
に
温
籍
さ
を
漂
わ
せ
、
文
人
の
嗜
み
の
一
つ
と
し
て
愛
好
し
た
節
が
十
分
看
取
さ
れ

る
。
こ
れ
程
多
く
を
手
が
け
た
の
だ
か
ら
、
何
か
印
刀
を
握
る
契
機
が
あ
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
寒
山
と
の
出
会
い
が
そ
う
さ
せ
た
と
い
う
た
め
に
は
、
寒
山
所
刻
が
残
っ
て
い

な
い
の
が
不
可
解
で
、
短
絡
的
な
解
釈
は
出
来
な
い
。

交
友
の
一
例

　

『
東
華
』（
Ｓ
12
・
４
）
に
「
悼
南
涯
詞
宗
」
の
題
詩
が
載
る
。「
訂
交
、
益
を
得
る

こ
と
多
し
。
言
吶
な
れ
ど
も
筆
、
神
に
通
ず
。
天
地
遺
稿
を
留
む
。
文
章
長

と
こ
し
え

に
真
を

見
る
。」（
原
漢
文
）、
土
屋
竹
雨
が
「
竹
雨
曰
く
、
其
人
亡
す
と
雖
も
其
文
は
千
古
」

と
評
す
。

　

古
川
南
涯
（
一
八
八
二
～
一
九
三
七
）
の
逝
去
を
悼
む
松
外
の
詩
で
あ
る
。
越
後
加

茂
の
人
。『
南
涯
遺
集
』（
Ｓ
14
刊
）
を
残
す
。
同
じ
中
越
地
方
ゆ
え
、
ま
た
同
好
の
士

と
し
て
交
わ
り
が
深
く
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。「
言
吶
」、
口
下
手
だ
っ
た
が
文

章
は
旨
か
っ
た
と
は
、
日
頃
の
往
来
な
く
し
て
は
記
述
し
得
な
い
。

　

『
南
涯
遺
集
』（
全
三
冊
）
を
改
め
て
確
認
し
て
み
る
と
、
残
念
な
が
ら
松
外
の
こ

と
に
触
れ
た
題
材
は
な
か
っ
た
。
た
だ
中
に
「
寒
山
来
訪
喜
賦
」「
次
寒
山
詩
」
の
二

詩
を
見
出
せ
た
。
前
詩
に
「
平
章
風
月
詩
千
首
。
棄
擲
功
名
酒
百
杯
」
と
あ
る
の
は
、

寒
山
の
人
と
な
り
が
相
手
に
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
か
を
読
み
取
れ
よ
う
。

　

松
外
詩
に
も
詩
題
に
寒
山
の
名
が
あ
る
か
、
今
後
の
調
査
課
題
と
し
て
残
る
。

文
人
松
外
の
全
体
像

　

現
在
残
る
松
外
の
画
作
で
最
も
古
い
の
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
五
十
四
歳
作

で
あ
る
。
教
員
時
代
、
ま
た
退
職
後
も
村
長
を
は
じ
め
要
職
を
兼
任
す
る
中
で
、
絵
筆

を
多
く
執
る
の
は
難
し
い
。
所
謂
三
条
文
人
と
称
す
る
よ
う
に
、栄
町
隣
地
周
辺
に
は
、

世
に
名
の
通
っ
た
画
家
が
何
人
も
輩
出
さ
れ
、松
外
に
と
っ
て
よ
き
交
友
者
、師
と
な
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
ら
の
画
家
は
画
の
み
を
専
門
に
す
る
の
で
は
な
く
、
紙
面
に
詩
を
書
き
、
ま
た

書
技
に
才
を
発
揮
し
た
総
合
的
な
教
養
人
だ
っ
た
。
松
外
の
画
技
も
詩
書
画
が
揃
っ
て

い
る
。
和
歌
を
書
い
た
揮
毫
作
は
み
な
い
。
詩
の
揮
毫
作
で
も
、
書
の
み
の
作
は
少
な

い
。
伝
わ
っ
た
の
は
画
作
が
多
い
。
詩
稿
に
よ
っ
て
作
詩
の
鍛
錬
を
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

肝
心
の
山
田
寒
山
と
の
接
点
も
、
松
外
の
詩
に
和
韻
し
た
形
で
寒
山
詩
が
残
っ
た
。
文

士
の
往
来
と
交
流
は
詩
が
媒
体
と
な
る
例
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
松
外
と
寒
山
の
間
柄

も
そ
の
型
に
は
ま
る
。

　

『
東
華
』
創
刊
時
か
ら
の
参
加
に
よ
り
、
中
央
の
名
流
と
の
交
わ
り
を
得
、
生
涯

斯
道
に
専
念
す
る
。
詩
の
嗜
み
は
『
東
華
』
参
加
よ
り
早
く
、
遅
く
と
も
昭
和
三
年
、

六
十
七
歳
に
は
こ
の
道
に
抱
負
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。『
大
正
五
百
家
絶
句
』
に

詩
が
収
載
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、
さ
ら
に
詩
へ
の
取
組
の
時
期
は
さ
か
の
ぼ
る
。
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
画
の
古
い
も
の
が
大
正
四
年
で
あ
る
か
ら
、
大
正
期
に
は
詩
書
画
一

致
の
文
人
の
歩
み
を
始
動
し
て
い
た
。
稿
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
に
よ
っ
て
寒
山
の
来

越
は
、
大
正
四
、五
年
と
判
明
し
て
い
る
の
で
、
松
外
へ
の
為
書
作
も
、
こ
の
頃
の
直

接
的
や
り
と
り
の
間
で
制
作
し
た
も
の
と
推
知
で
き
る
。
こ
れ
は
松
外
の
詩
書
画
へ
の

取
り
組
み
の
出
発
時
期
を
探
る
目
安
に
も
な
り
、
寒
山
の
来
越
し
た
大
正
初
期
に
は
脂

の
乗
っ
た
文
苑
時
代
を
迎
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

結　

語

　

本
稿
は
寒
山
の
動
向
よ
り
も
、
む
し
ろ
松
外
の
文
人
的
歩
み
に
言
及
す
る
こ
と
に
努

め
、
松
外
を
通
し
て
寒
山
が
越
後
路
に
ま
い
た
種
の
発
芽
、
中
央
文
化
の
伝
播
の
一
端

を
分
析
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

松
外
の
画
業
は
本
人
に
と
っ
て
あ
く
ま
で
も
余
技
で
、
画
に
足
り
な
い
点
を
詩
書
、

画
讃
を
付
し
て
補
足
し
た
。
大
粒
の
書
作
を
残
し
て
い
な
い
よ
う
に
、
本
人
は
画
と
一

体
を
成
す
も
の
と
し
て
書
を
残
し
た
。
そ
も
そ
も
、
詩
書
画
三
絶
の
道
を
目
指
す
の
が
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一
〇

日
中
文
人
の
理
想
像
と
な
っ
て
、
紙
面
上
、
丁
度
書
と
画
は
補
い
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

松
外
の
場
合
、
加
え
て
篆
刻
も
趣
味
に
属
し
、
そ
の
手
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
遺
刻
が

ま
と
ま
っ
て
伝
わ
る
。
こ
れ
は
他
の
同
時
代
の
越
佐
文
人
と
比
べ
異
色
で
あ
り
、
印
技

は
特
色
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
詩
書
画
同
様
に
自
娯
の
性
情
を
発
揮
し
、
周
囲

か
ら
は
一
目
置
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
詩
書
画
、
篆
刻
を
四
絶
と
い
い
、
文
人
の
目

指
す
最
高
の
境
地
だ
が
、
松
外
も
生
活
圏
の
大お

お
も面

に
居
住
し
つ
つ
、
よ
く
こ
れ
を
意
識

し
た
尊
い
姿
勢
を
保
っ
た
。
地
方
在
住
の
人
々
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
し
ば
し
ば
来

訪
し
た
上
方
や
江
戸
流
行
文
人
と
の
面
会
で
、寒
山
は
そ
の
来
越
者
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　

松
外
の
文
苑
で
の
成
果
は
、『
東
華
』
誌
を
仔
細
に
窺
え
ば
定
期
的
に
動
向
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。
大
正
、
昭
和
初
期
に
会
員
制
に
よ
る
様
々
な
文
雅
の
機
関
誌
が
発
刊
し

た
こ
と
は
、
一
面
、
地
方
の
要
求
に
応
じ
た
添
削
指
導
を
可
能
に
し
た
の
だ
っ
た
。

　

結
び
に
、
松
外
の
曽
孫
で
大
橋
昭
五
様
の
御
夫
人
・
美
江
子
様
は
、
稿
者
の
主
宰
す

る
越
佐
文
人
研
究
会
に
早
く
か
ら
入
会
し
て
く
だ
さ
り
、
御
主
人
様
と
も
に
日
頃
数
々

の
資
料
提
供
を
受
け
て
き
た
。
そ
こ
で
、
か
ね
て
御
報
恩
と
考
え
て
い
た
企
画
展
「
片

野
松
外
と
そ
の
周
辺
展
」
を
、
令
和
元
年
十
一
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
松
外
の
ふ
る

さ
と
旧
栄
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
す
る
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い

た
。
松
外
が
生
ま
れ
て
一
五
七
年
、
書
画
の
鑑
賞
の
背
景
に
、
地
域
の
自
治
功
労
者
の

お
も
か
げ
を
偲
び
、
幸
い
四
百
人
余
り
の
来
場
者
が
あ
り
、
盛
会
と
な
っ
た
。

　

曽
祖
父
の
松
外
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、美
江
子
様
が
小
学
校
一
年
生
の
時
、小
さ
か
っ

た
が
そ
の
姿
は
よ
く
覚
え
て
お
ら
れ
る
と
う
か
が
っ
た
。
家
の
中
に
た
け
の
子
が
生
え

て
き
た
の
を
、
天
井
に
達
す
る
ま
で
切
ら
な
か
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ま
る
で
良
寛
の
如

き
生
活
で
あ
っ
た
。
肉
親
の
方
に
し
か
語
れ
な
い
人
物
像
を
紹
介
し
、
小
稿
の
ま
と
め

と
し
た
い
。

  

図
八
「
片
野
松
外
と
そ
の
周
辺
展
」
案
内
状
葉
書


